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秋田県では、平成26年度から「メガ団
地等大規模園芸拠点育成事業」を開始し
ました。令和４年度以降は「夢ある園芸
産地創造事業」へと移行し、更なる園芸
作物振興に向けて展開しています。

特に、秋田県は野菜指定産地注とし
て、秋冬ねぎ・夏秋きゅうり・夏秋トマ
ト・ほうれんそうでそれぞれ産地が指定
されており、「秋冬ねぎ」の現在の指定
産地は平成17年に指定された「にかほ」
のほか、「能代（平成18年指定）」、
「北秋鹿角（平成24年指定）」の３産地
が指定されています（図１）。

令和６年産野菜収穫量調査結果から秋
田県産「ねぎ」の生産状況をみると、作
付面積は636ha（全国８位）、収穫量は
14,400ｔ（同８位）、出荷量は11,600
ｔ（同７位）となっています。

平成26年産以降の動きをみると、作付
面積は令和４年産の650haをピークに横
ばい傾向にあります。なお、令和５年産
の収穫量等の減少は、主力となる秋冬ね
ぎ定植後の７月の大雨による冠水被害が
発生したこと等によります（図２）。

令和６年産の季節区分別作付面積割合
をみると、秋冬ねぎが65％で最も高く、
次いで夏ねぎ、春ねぎの順となっていま
す（図３）。
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東北農政局 秋田県拠点

「MAFF NAVI 秋田」では、各種政府統計調査結果や行政データ等を活用して分析した秋田農業の
実態に関する分析データをお届けします。
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今回のテーマ：秋田県産ねぎ

図１ 秋冬ねぎの指定産地（秋田）

図３ 令和６年産ねぎの「季節区分」別作付面積
（秋田）

図２ ねぎの作付面積、収穫量および出荷量
の推移（秋田）

出典：農林水産省「指定野菜及び指定野菜に準ずる野菜の作付面積、収穫量及び出荷量」
（以下図３まで同じ）。

東北地域における野菜指定産地は、東北
農政局ホームページでご覧になれます。
https://www.maff.go.jp/tohoku/seisan/
yasai/shiteisanchi/index.html

１ 秋田県における「ねぎ」の生産・出荷状況

「にかほ」
・由利本荘市
・にかほ市

「能代」
・能代市 「北秋鹿角」

・大館市
・鹿角市
・北秋田市
・小坂町
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「 」は、指定産地名

＊ 季節区分は、農林水産省が定める主たる収穫・出荷期間
春ねぎ ４月～６月
夏ねぎ ７月～９月
秋冬ねぎ 10月～３月

（注：野菜指定産地の季節区分は、出荷期間による）

注：農林水産省では、野菜生産出荷安定法の規定
に基づき、国内で消費される主要な野菜を「指
定野菜」に定め、消費者への安定供給を目的に、
設定された面積や共同出荷率の要件を満たした
集団産地を「野菜指定産地」に指定しています。

出荷量
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MAFF NAVI秋田では、各種統計データ等を活用し地域の農林水産業の発展を支援する

ため、見える化した分析データを発信していきます。

農林水産統計データ等活用支援やデータの照会等お気軽にご相談ください。

図５ 東京都中央卸売市場のねぎの月別産地別
入荷数量と単価（令和６年産）

秋田市公設地方卸売市場には、年間を

通じて安定した入荷があり、需要期に入

る11月の入荷が最も多くなりました。

単価は、東京都中央卸売市場同様の動

きを見せています（図６）。

図４ 各卸売市場における令和６年産ねぎの産地別入荷数量の構成（東京、横浜、秋田）

出典：各市場のホームページのデータを集積し、東北農政局秋田県拠点が作成（以下図６まで同じ）。

入荷数量

東京都中央卸売市場：ねぎ入荷数量計 47,281ｔ 横浜市中央卸売市場本場：同 6,825ｔ

秋田市公設地方卸売市場：同 1,081ｔ

図６ 秋田市公設地方卸売市場のねぎの月別
入荷数量と単価（令和６年産）

東京都中央卸売市場での産地別入荷数

量を月別にみると、主要産地の入荷は

「４～７月、12～３月」に集中してい

ます。それらの端境期の８～11月は秋

田県産の入荷が多く、数量のピークとな

る10月は全体の23％を占めています。

鍋もの需要期（10～３月）は例年、

各地からの入荷が増え単価が下がる傾向

が見られます。令和６年産は資材価格や

輸送コストの上昇に加え、夏場の高温や

冬場の少雨などの気象被害が重なったこ

と等により入荷数量が減少し、単価が上

昇したと考えられます（図５）。
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令和６年産（６年４月～７年３月）における、首都圏の中央卸売市場での秋田県産ねぎの入荷数

量をみると、東京都中央卸売市場では4,807ｔとなっており、市場入荷数量全体（47,281ｔ）の

10%を占めています。また、入荷数量で東京都中央卸売市場に次ぐ横浜市中央卸売市場本場におい

ても782ｔで、全体（6,825ｔ）の11％を占めます。これら２市場における産地別入荷数量順で

は、秋田県産が第３位となり、安定供給産地としての地位を築いています。

一方、秋田市公設地方卸売市場では他県産の入荷があるものの83％を秋田県産が占めています

（図４）。
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このページで記載の市場では「ねぎ」と「こねぎ」の品目がありますが、ここでは「こねぎ」を除いて集計しています。


